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Abstract Distribution, habitats, some ecological notes and morphological variation of Neope 
niphonica Butler, 1881 from Sakhalin were reported. The population of Sakhalin belongs to 
the nominate subspecies, N. n. niphonica Butler, 1881. 
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は じ め に 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope niphonica Butler, 1881 は ほぼ 日 本 列島 の 固有 種 で . その 分 布 北 限 は ロシア 
領 サ ハリ ン の 中 西部 で ある . 筆者 は 1992 以来 5 回 に わた っ て この 島 を 訪れ て お り , その 間 に 南 サハ リ 
ン の いく つか の 地点 で 本 種 を 採集 また は 観察 する こと が で きた . また , 地理 的 変異 の 調査 に 用 いた 標 
本 は , 上 記 の 筆者 に よる 採集 品 の ほか , 朝日 純一 , 小原 洋一 油井 秀臣 氏 ら が 採集 され た も の を 含ん 
で いる . 


サハ リン 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ は , か つて “キマ ダラ ヒ カ ゲ ” の 1 亜 種 と し て 知ら れ て いた が , この 
報 文 で は 本 種 の サハ リン に お ける 分 布 と 生息 地 の 特 徴 ,、 さらに 地理 的 変異 の 扱い に つい て 述べ る . 


1. 研究 史 


松村 松 年 (Matsumura, 1911) は サハ リン か ら “ キ マダ ラ ヒ カ ゲ ” の 新 亜 種 Weope goschkevitschii solowi- 
yofkae を 記載 し た (ホロ タイ プ は 〒, 模式 産地 は サラ ヴィ ヨ フ カ ). これ は 今日 の サト キマ ダラ ヒ カ 
ゲ と つぎ の 点 で 区 別 き され る と いう (高橋 , 1976). 


L 全体 は た い へ ん 小さき く ( 開 張 60mm) また 種子 型 の 斑紋 も より 小さき い . 

2. BAS 1 室 の 斑紋 の 中 に 黒っぽい 斑紋 を 欠き , 第 4 室 の 半 卵 型 の 斑紋 は 退化 し , 第 5 室 の 斑紋 の 
中 央 に は 不明 瞭 な 斑紋 を そなえ て いる . 

3. 中 室 端 は 基本 型 の よう に 黄色 味 を 帯び る こと が な い . 

4. 前 翔 裏面 の 外縁 黒色 部 は より 狭く , 中 室 の 中 央 斑 は ほぼ 椿 円 型 , 後 閉 裏 面 の 外 半 は わずか に 紫色 
を 帯び る . 

H. KE (1937) は 春 型 1 そ を か な り 精 巧 な 着色 図 で 志 し , 上 記 の 学名 を 踏襲 し て いる . ZOR, “F 

マダ ラ ヒ カ ゲ ” が サト キマ ダラ ヒ カ ゲ Neope goschkevitschii と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ N. niphonica に 分 割 

され る に お よび , サハ リン 産 の “キマ ダラ ヒ カ ゲ "” が どちら の 種 に 属す る か と いう 問題 が 生じ た 


日 浦 (1969) と 高橋 (1970) は いずれ も 上 記 の 堀 ・ 玉 貨 (1937) の 図 に も と づき , サハ リン の “キマ ダ 
ラ ヒ カ ゲ ” は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で ある こと を 指摘 し た . な お , この 事実 の 認定 に お ける プラ イオ リ 
ティ ー は 以前 に 述べ た 事情 (高橋 , 1991) に より 高橋 (1970 に ある こと を 付記 する . また , 高橋 
(1976) iX, 北海 道 大 学 農学 部 昆虫 学 教室 に 保存 きれ る 上 記 の タイ プ 標 本 に も と づき , サハ リン の “ キ 
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Fig. l. Collecting points of Neope niphonica niphonica 
Butler in Sakhalin. 1. Seleznevo. 2. NevePsk. 
3. Yasnomorskyi. 4. Pass Nevel'skyi. 5. 
Blagovesshenskoe. 6. Ogon'ki. 7. Cha- 
planovo. 8. Kholmsk. 9. Pionery. 10. Ozh- 
daevo. 11. SoloVyovka. 12. Vestochka. 13. 
Gornyi Vozdukh. 14. Peak Chekhov. 15. 
Novoaleksandrovsk. 16. R.Izluchnaya. 17. 
Dolinsk. 18. Vzmorie. 19. Arsentevka. 20. 
Il'nskyi. 21. Tikhaya. 22. Mt Tikhaya. 23. 
Krasnopol'e. 24. Pass Aleksandrovskyi. 








マダ ラ ヒ カ ゲ ” が ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ で ある こと を 改め て 確認 し た . そし て , その 形態 ・ 斑 紋 上 の 特徴 
か ら 亜 種 と は 認め が た 4, solowiyofkae は 原 名 亜 種 の シノ ニム で ある こと を 述べ た . 


1989 年 以後 , 日 本 の 研究 者 ・ 愛 好 者 が 相次い で サハ リン を 訪れ る よう に な り , 本 種 を 扱う 報 文 も 多数 
発表 きれ て いる が , SH, 日 本 で は サハ リン 産 の 本 種 が 亜 種 solowiyofkae と し て 扱わ れ た も の は な く , 
すべ て 原 名 亜 種 が 適用 きれ て いる HEX, 1982; WHS, 1992 な ど ). 今日 の ロシア で は , 一 般 に ん 
niphonica solowijofkae' Matsumura, 1911 (Kurentsov, 1970; Tuzov, 1993; Korshunov et Gorbunov, 
1995) が 用 いら れ て いる が , これ は 同国 に お いて Neope の 研究 が まだ 十分 に 進ん で いな い 事 情 に よる 
も の で ある . 


l 分 布 と 生息 地 


1. 分 布地 点 と 分 布 範囲 


本 種 の サハ リン に お ける 分 布 範囲 は , 主として 南部 の 丘陵 や 山間 部 ・ 山 麓 地帯 で ある が , さら に 西海 
岸 沿い に 北上 し , イリ ンス キイ (BM, クラ スナ ポー リエ (LAAR) な ど を 経て 中 北部 の アレ ク 
サン ドロ フス キイ 則 GH >ò, 1995 に まで 達し て いる (Fig. D. 本 種 の 分 布 範囲 は 基本 的 に 鈴木 
(1978) の 示し た ササ 属 Sasa の 分 布 範囲 と 一 致す る . サハ リン を 南北 に 縦走 する カム ィ ー シ ョ ヴィ イ 
山脈 (サハ リン 西部 山地 ) の 東側 で は , 南部 を 除い て , ササ 属 の 植物 は 見 られ ず , 本 種 も チ ハ ヤ GE 
幌 ) あたり が 北限 と な っ て いる . 


サハ リン で は 同属 の サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は 未 記録 で やわ る た め , ここ で は か つて “キマ ダラ ヒ カ ゲ "と 
し て 報告 きれ た 地点 も 本 種 の 記録 地点 と し て 扱う こと に し た . 記録 地点 は 南部 に 集中 し て いる が , Z 
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t solowiyofkae の 誤記 . 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


サハ リン 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の 分 布 ・ 生 息 地 と 地理 的 変異 231 





Fig.2. Habitat of Neope niphonica niphonica Butler in Sakhalin with Sasa senanensis, 
Bambusaceae, near River Pishma in Ogon'ki. 


の 島 の 南端 部 や ドリ ンス クー チ ハ ヤ 間 な ど で は 未 記録 で . これ は 調査 不 十分 に よる も の と 見 られ る . 
し か し , これ ら の 空白 地帯 も ササ 属 の 分 布 範囲 の 中 に ある の で , 本 種 が 生息 し て いる 可能 性 が 大 きい . 
中 部 の クラ スナ ポー リ ェ 付近 に も “キマ ダラ ヒ カ ゲ "の 記録 が あり Qu, 1938) その 北方 の ウ グ レ 
ゴル スク 東方 山地 (ウツ グレ ゴル スキ イ 山 脈 ) に も チシマザサ が 見 られ る の で , 本 種 は これ ら の 地点 を 
経て さら に 北方 の アレ クサ ンド ロフ スキ イ 峠 あたり まで 分 布 を 延ばし て いる も の と 考え られ る . 


つぎ に サハ リン に お ける 主要 な 採集 記録 を あげ る . * 印 は “キマ ダラ ヒ カ ゲ ” と し て 報告 され た 地点 で , 
本 報 で は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 採集 地点 と し て 扱っ た . 採集 地点 の 番号 は 分 布 図 (Fig. 1) の 番号 と 一 


致す る . 
L セレ ンズ ネヴァ , Seleznevo, CeesHeBo (HARIR): Hd - KE (1937) は 産地 と し て 吐 解 保 * を あげ て い 
る 


2. ネ ヴ ェ リス ク , Nevel'sk, Hesemck (本 斗 ) : W. KA (1937) は 公 保 徳雄 (1933) の 記録 を 引用 し , Æ 
地 と し て 本 斗 \ を あげ て いる . 

3. ヤス ナ モ ルス キイ , Yasnomorskyi, Slcuovopckutt : 高橋 ら (1997). 

4. ネ ヴ ェ リス キイ 帳 , Pass Nevel'skyi, nep. HeBeaeckul : 高橋 ら (1997). 

5a. ブラ ガ ヴ ィ ェ ッ シ ェ ンス コ エ , Blagovesshenskoe, Barogelenckoe: 朝日 ら (1997). 

5b. アニ ヴァ , Aniva, Amba: 平 館 (1995). 

5c ウス ピ ェ ンス コ エ , Uspenskoe, cneHckoe : 神田 ら (1997). 

6. アガ ニキ , Ogon'ki, Oromskn : 神田 ら (1990), 高島 ら (1992), 朝日 ら (1994, 1997), 17, June 12, 
1997 (高橋 真弓 ). 

7. チャ プラ ノヴァ , Chaplanovo, HanagoBo : 1 ダ , June 12, 1997 (高橋 真弓 ). 

8. ホル ムスク , Kholmsk, Xowck (H): 朝日 ら (1991). W. KE (1937) は 産地 と し て 偵 岡 * を あげ 
て いる . 

9. ピア ニ ェ ル ィ ー, Pionery, IlgoHepsi: 朝日 ら (1997). 

10. アジ ダ ィ エヴァ , Azhdaevo, OxaeBo : 朝日 ら (1994). 

11. サラ ヴィ ヨ フ カ , Solovyovka, CooBbegka (貝塚 ): 貝塚 * は Matsumura (1911) に よる “キマ ダラ 
ヒ カ ゲ 樺太 産 亜 種 " の 模式 産地 で ある . 

12. ヴェ スト チカ , Vestochka, Becrogka : 木暮 ・ 高 橋 (1996). 

13. ゴル ヌィ イ ・ ヴ ォ ズ ドッ フ プ , Gornyi Vozdukh, l'opipiit Bosnyx: 2 7, June 29, 1991 (油井 秀臣 ) ; 朝 
AS (1992; 1993), 高橋 ・ 手 東 (1995). 

14a. チェ ー ホ フ 丘 。 Peak Chekhov, mk dexoga (鈴谷 岳 ): 神田 ら (1992), 高島 ら (1992). 

14b. チェ ー ホ フス キイ 峠 付近 , nr Pass Chekhovskyi, okp. nep. dexoma (鈴谷 峠 付近 ): 朝日 ら (1992, 
1994, 1995), 高島 ちら (1992). W- KE (1937) は 多 産 地 と し て 鈴谷 峠 * を あげ て いる . 
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15. ノヴァ アレ クサ ンド ロフ スク , Novoaleksandrovsk, HoBoaekcaHmpoBck (小沼 ): 1 $, June 17, 1997 
(高橋 真弓 ). HE. EBH (1937) は 産地 と し て 小沼 * を あげ て いる . 

16. イズ ルー チ ナ ヤ 川 , R.Izluchnaya, p. Viaayuuas : 1 の, June 13, 1997 (高橋 真弓 ). 

17. ドリ ンス ク , Dolinsk, Jloamck (A): 朝日 ら (1991), ÆRE (1995). 

18. フ ズ モー リエ , Vzmorie, Bswopse ( 保 呂 ): Jg - EKE (1937) は 産地 と し て 保 呂 * を あげ て いる . 

19. アル セン チェ フカ , Arsntevka, ApceTseBka (IE): 朝日 ら (1991). 

20. イリ ンス キイ , JPnskyi, Hmc ( 久 春 内 ) : 朝日 ら (1992). 

21. チ ハ ヤ , Tikhaya, Tuxaa ( 近 幌 ): 朝日 ら (1992). 38 - KE (1937) は 産地 と し て 近 幌 * を あげ て い 


る . 
22. チ ハ ヤ 山 , Mt Tikhaya, r. Tuxas (SIAL): JE. EE (1937) は 多 産 地 と し て 突 唱 山 * を あげ て い 
る 


23. クラ スナ ポー リエ , Krasnopl'e, KpacHonobe (上 恵 須 取 ): 鹿 間 (1938) は 産地 と し て 上 和恵 須 取 
(カミ エス トル )* を あげ ば てい る. 
24. アレ クサ ンド ロフ スキ イ 峠 。 Pass Aleksandrovskyi, nep. AuekcanpoBckW: 朝日 ら (1995). 


2. 生息 地 の 特 徴 


本 種 の 日 本 列島 に お ける お も な 食 草 は タケ 科 の ササ 属 Sasa の 植物 で あり (福田 ら , 1984, サハ リン 
に お いて も 本 種 の 分 布 は ササ 属 の 分 布 と の 強い 結び 付き を 示す . サハ リン に お ける 本 種 の 生息 地 は , 
主として クマ イザ サ (シナ ノ ザ サ ) Sasa senanensis の 見 られ る 丘陵 や 山麓 な どの 低地 帯 と . チ シ マ ザ 
サ Sasa kurilensis が 優勢 な 高地 帯 (山陵 部 ) と に 大 別 き れる . 


低地 帯 で は クマ イザ サ な どの ササ 属 を 伴う 日 当り の よい 疎 林 の 間 や 森林 周辺 に 見 られ , ハル ニレ , シ 
ラカン バ , モン ゴリ ナラ , ヤナ ギ 類 な どの 成虫 に その 食物 と な る 樹液 を 供給 する 雑木 が 豊富 で ある こ 
と が 生息 地 成 立 の た め の 重 要 な 条件 と な る . 多 産 地 と し て 知ら れる アガ ニキ の ピ シ ュ マ 川 流域 を は じ 
め , 筆者 が 実際 に 調査 し た チャ プラ ノヴァ , ヴェ スト チカ , ノヴァ アレ クサ ンド ロフ スク , イズ ルー 
チ ナ ヤ 川 な どの 生息 地 は この よう な 条件 を そなえ た と ころ で あっ た . 


高地 帯 で は ササ 属 の 主役 が チシマザサ に 交代 し , 樹液 源 は お そら く , ダケ カン バ や ナナ カマ ド 類 と な 
る が , 生息 地 の 基 本 的 性 格 は 低地 帯 と 変わ ら な い . 筆者 が 体験 し た と ころ で は , ユ ジ ナ ・ サ ハリ ンス 
ク 郊 外 の ゴル ヌィ イ ・ ヴ ォ ズ ドッ フ “ 山 の 空 気 " や ネ ヴ ェ リス キイ 幅 が これ に 当たり , 朝日 ら (1995) 
が 報告 し た 分 布 北限 の アレ クサ ンド ロフ スキ イ 峠 も その 例 で ある . 


3. 成虫 の 行動 


成虫 は 晴天 時 に 活発 に 飛び , 1997 年 6 月 12-13 日 の チャ プラ ノヴァ , アガ ニキ の ピ シ ュ マ 川 。 イズ 
ルー チ ナ ヤ 川 な どの 観察 で は , いずれ も ほとんど 静止 する こと な さく, 林 縁 に 沿っ て 飛び 続け る の が 見 
られ た (いずれ も の ざ ). 1996 年 7 月 28 日 , ネ ヴ ェ リス キイ 峠 で は , ヒメ キマ ダラ ヒ カ ゲ と と も に チ シ 
マ ザ サ 群落 の ある 疎 林 の 間 を 活発 に 飛び , 林 の 間 を 縫う よう に 飛び 去る 個体 (の ) を 観察 し た . サハ 
リン で も は 日 本 本 土 の 場合 と 同様 , 林 縁 ・ 林 間 に な わ ば り を つく る も の と 考え られ る が , サハ リン 
で は な わ ば り 行 動 を まだ 観察 し て いな い . 


摂 食 行動 で は , W. EE (1937) は ニレ (お そら く ハ ル ニ レ ) の 樹液 に 集まる こと を 報告 し , また 朝日 
ら (1997) は ヤナ ギ の 一 種 の 樹液 を 吸う 個体 の 写真 を 示し て いる . 日 本 本 土 の 場合 と 同様 .。 サハ リン 
で も 本 種 の 成虫 の 主要 な 食物 は 広葉 樹 の 樹液 と み ら れ る . ほか に 筆者 は 1997 年 6 月 17 日 に ノヴァ ア 
レク サン ドロ フス ク の ど ごみ 捨て 場 で 1 そそ が 地上 に と まっ て 吸汗 し て いる の を 観察 し て いる . サハ リン 
で は まだ 訪 花 の 記録 は 報告 され て いな い . 


4. 生活 史 
ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , 日 本 本 土 に お いて 比較 的 温暖 な 地域 で は 年 2 回 発生 を する が , 寒冷 地 で は 年 


1 回 発生 と な る . サハ リン に お ける これ まで の 採集 記録 や 採集 され た 標本 の 季節 型 和 新 鮮度 の 状態 と , 
北海 道 に お いて その ほぼ 全域 に お いて 年 1 回 発生 を する こと か ら 考 えて , サハ リン 全域 で 年 1 回 発生 
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Fig.3. Life cycle of Neope niphonica niphonica Butler in Sakhalin. E: egg, L: larva, P: 
pupa, A : adult. 


を する こと こと は まず まち が いな いも の と み ら れ る gU. 


羽化 期 は 年 に よっ て 多少 変動 する が , 南部 で は 一 般 に 6 月 上 旬 に 始ま り 6 月 下旬 -7 月 上 旬 ご ろ 全 感 期 
と な る . 朝日 ら (1997) は 1996 年 6 月 16 日 か ら 29 日 に か け て 174 頭 の 個体 が 南 サ ハリ ン の アガ ニキ 
村 ( ピ シ ュ マ 有 川 流域 ) で 採集 され た こと を 報告 し て に いる. これ ら の 中 で 6 月 16-20 日 の 間 に 採 集 き され 
た も の の ほとん ど が 新鮮 な 個体 で あっ た . また 高島 千 洋 氏 ら は ユ ジ ナ ・ サ ハリ ンス ク 郊 外 の チェ ー ホ 
フ 振 へ の 林道 (ロガー トカ 有川 流 域 ) で 1991 年 6 月 20 日 に 59 頭 の 個体 を 採集 し て いる (高島 ら , 
1992). 本 種 は サハ リン で は 7 月 下旬 に すでに 汚損 し て 著しく 個体 数 を 減じ , 汚損 し た そ は 8 月 前 半 ま 
で 生き 残る . 羽化 期 の この よう な 特徴 は 北海 道東 部 や 本 州 中 部 の 標高 1.500 m 内 外 の 山地 の 場合 と よ 
く 似 て いる . これ ら の 地域 で は , お そく と も 10 月 中 に は 幅 化 し て 越冬 の 態勢 に 入る も の と み ら れ る 
3, より 寒冷 で 9 月 以後 急激 に 気温 が 低下 する サハ リン で は 叔 化 の 時 期 が 上 記 の 地域 より も 早まる 可 
能 人 性 が 大 きい (Fig. 2). 


IL 地理 的 変異 


1. 材料 と 方 法 
計測 に 用 いた 材料 は 次 の 58 27 $6455. 


ピア ニ ェ ル ィ ー 北 方 : 1 $, June 30, 1996 (朝日 純一 採集 ). 

アガ ニキ : 6〆 1 〒, June 16, 1996 (朝日 純一 採集 ) : 22 の 7 $, June 18, 1996 (小原 洋一 採集 ) : 1 〒, 
June 23, 1993 (小原 洋一 採集 ) 26272, June 29, 1996 (小原 洋一 ・ 長 野 幸 夫 採集 ): 1 ヴ 1 $, 
July 20, 1996 (小原 洋一 採集 ), 1 A, July 21, 1996 (小原 洋一 採集 ); 1 $, July 28, 1996 (朝日 純一 
TER); 1 T, July 29, 1996 (小原 洋一 採集 ) 

ヴェ スト チカ : 1 子 , July 28, 1992 (高橋 真弓 採集 ). 

ゴル ヌィ イ ・ ヴ ォ ズ ドッ フ プ : 1 〒, July 16 1991 (横田 利 購 採 集 ), 29, June 29, 1991 (油井 秀臣 採集 ). 

チェ ー ホ フ 峠 : 3 £, July 16, 1991 (朝日 純一 採集 ). 

ドリ ンス ク 北 方 : 1 Ẹ, July 12, 1990 (朝日 純一 採集 ). 

アル セン チェ フカ 西方 : 1 $,July 10, 1990 (朝日 純一 採集 ). 

イリ ンス キイ 東方 : 1 F, July 8, 1991 (朝日 純一 採集 ). 

標本 の 計測 は , 高橋 ・ 青 山 (1981) 高橋 (1990a, b, 1991,1992) な どの 方 法 に よっ て 行い 。 デー タ は 

Table 1 に 示し た と お り で ある . 計測 に は ノギス を 用 い , 0.1 mm の 単位 で 表示 し , 平均 値 と 誤差 範囲 

QXSD//n) で 示し た . な お , 有意 差 検定 は 7 検定 に より 行っ た . 





2. 各 形 質 の 特徴 


A. gd ( 春 型 ) 


1. Bí [FL] (mm): 31.2 土 0.32 (n—58). 屋久 島 産 亜 種 の 30.2 土 0.23 (n—51) ⑦ く 0.01) や 房総 半 
島 産 亜 種 の 30.5 土 0.34 (n—62) (p«0.01) に は 及ば な い が , 原 名 亜 種 の 中 で は も っ と も 小型 の 個体 
群 の 一 つと いえ よう . 

2. Aaa lb 脈 末端 か ら 次 端 ま で の 長き さ / 前 次 長 [a/FL]: 63.0 土 0.44 (n—57) で 房総 半島 産 の 63.8 
0.41 (n=62) ( ヵ く 0.01) や 三瓶 山 産 63.6 土 0.43 (n—46) (p€« 0.05) に 及ば な い が , か な り 高 い 数 値 を 
示す . 
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Fig.4. Neope niphonica niphonica Butler, 1881 (f. solowiyofkae Matsumura, 1911) from 
Ogon'ki, southern Sakhalin, Y. Kohara leg. (a, e: upperside ; b, c, d, f: under- 
side). a. c^, June 18, 1996, FL 30.7 mm. b. 7, same data, FL 30.1 mm. c. 
J, June 16, 1996, FL 32.0 mm. d. J, same data, FL 32.6 mm. e. €, June 18, 
1996, FL 31.4 mm. f. Ditto. 


3. MAE lb 脈 の 長 さ / 前 次 長 [b/FL] : 70.52-0.37 (n—57) で 房総 半島 産 の 70.6 土 0.47 (n—62), = 
瓶 山 産 の 70.52-0.50 (n—46), 大 江山 産 の 68.9 土 0.82 (n=22) な ど と と も に 低い 値 を し めす . 2 と 
3 の 特徴 か ら 前 区 の 副長 が や や 縦長 で ある こと が わか る . 

4. 前 天 第 2 室 黄 褐色 斑 の 全長 / 前 婦長 [c/FL] : 23.7 土 0.31 (ne 58). 達磨 山 産 23.6 土 0.43 (n— 79), 

天城 山 産 23.0+0.44 (n—50), 富士 山麓 産 23.0 土 0.52 (n=47) な ど と と も に 低い 値 を し めす . 

5. 前 次 第 1b 脈 上 の 黄 褐色 条 の 長 さ / 前 次 長 [d/FL] : 52.22-0.599 (n—58) "C, 天城 山 産 の 51.94-0.72 
(n—49), 大 江山 産 の 51.1 土 0.81 (n—22), 屋久 島 産 の 52.1 土 0.68 (n=50) な ど と と も に 低い 値 を 
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in 
a 


真弓 


示し , 4 と 5 の 特徴 は 前 贅 の 明 色 部 が 発達 し て いな いこ と を 表わし て いる . 

6. 後 次 第 3 室 黄 褐色 斑 の 胡 線 上 に お ける 長 さ / 前 次 長 [f/FL]: 21.9 土 0.37 (n—58) T, 東京 奥多摩 
の 日 原産 の 2191.03 (n221), 達磨 山 産 の 20.8 土 0.43 ( ヵ =71), 天城 山 産 の 20.3 土 0.73 (n—42), 
富士 山麓 産 の 20.9 土 0.30 (n—40), 大 江山 産 の 21.0 土 0.76 (n—22) と と も に 低い 値 を 示す . 

7. BAE? 室 黄 褐色 玉 の 英 線 上 に お ける 長 さ / 上 記 斑 紋 の 内 側 末端 か ら 同 室外 織 ま で の 長 さ [fe]: 
74.8--0.60 (n=58) で ほぼ 中 程度 の 値 を 示す . 

8. 後 甚 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 次 長 [g/FL] : 11.7 土 0.30 (n—58) で , 三瓶 山 産 の 12.0 土 0.33 
(n=73) な ど と と も に ほぼ 中 程度 の 値 を 示す . た だ し , 数 字 で は 示さ れ て いな い が , サハ リン 産 
で は 後 次 裏面 の 眼 状 紋 の 形 が 椿 円 形 と いう より も , サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の よう に 円 形 に 近く な る 
傾向 が ある . 

9. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 内 径 / 外 径 [h/g]: 71.4 土 0.69 ( ヵ 三 58) で や や 高い 値 を 示し , RR» 
り ま く 黄 色 環 の 厚み に 乏しい . 

10. AE Ib 室 の 黄 褐 色 斑 中 に 黒 斑 の 現われ る 個体 の 割合 [BS] : 14.3% (n-56) で 中 程度 の 値 を 
示す . 

11. 前 次 表面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS] : 6.4 (n-56) で 中 程度 の 値 を 示す . 

12. 黒 化 指数 [MI]: 15.8 圭 0.38 (n—58) "C, 東京 ・ 日 原産 の 15.8 土 0.61 (n—24) と ほぼ 同じ 程度 で , 
伊豆 半島 達磨 山 産 の 16.5 土 0.27 (n—79) や 南ア ルプ ス (年 2 回 発生 地帯 産 ) の 1640027 (n= 
126) ほど で は な い が (と も に っ p く 0.01), 裏面 の 色調 は 強く 暗 化 し て いる . 


B. $ ŒW) 


は の に 比べ て 材料 が 少な く , また 扱っ た 個体 群 の 数 が 少な い の で , デー タ の 客観 性 は や や 不足 する 
23, ご く 大 ま か な 傾 向 に つい て 述べ る . 


1. BWR [FL] (mm): 32.5 土 0.46 ( ヵ 三 28). 原 名 亜 種 と し て は 小型 で ある が , 房総 半島 産 亜 種 の 
31.52-0.31 ( ヵ 三 26) (p<0.01) や 屋久 島 産 亜 種 の 30.7 土 0.76 (n—23) (p <0.01) ほど 小型 で は な い . 

2. BWE 1b 脈 末端 か ら 贅 端 まで の 長 さ / 前 政長 [a/FL]: 62.1 土 0.56 (n—28) で 房総 半島 産 の 62.13- 
0.58 (n224) と と も に 高い 数 値 を 示す . 

3. 前 次 第 lb 脈 の 長 さ / 前 超 長 [b/FL] : 74.70.56 ( ヵ ニ 28) で 房総 半島 産 の 74.8 土 0.50 ( ヵ 三 24) と 
と も に 低い 値 を し めす . 2 と 3 の 値 は 前 超 の 次 形 が 相対 的 に 縦長 で ある こと を 表わし て いる . 

4. BH 2 室 黄 褐 色 斑 の 全長 / 前 次 長 lc/FL] : 25.6 土 0.62 (n-28) で いく ら か 高 目 の 値 を 示す . 

5. 前 次 第 1b 脈 上 の 黄 褐色 条 の 長き / 前 贅 長 [d/FL] : 35.9 土 1.19 (n-28) で や や 低 目 の 値 を 示す . 

6. RAE 3 室 黄 褐色 斑 の 上 並 線上 に お ける 長 さ / 前 次 長 [f/FL]: 23.6 土 0.56 (n—27) で 中 程度 の 値 . 

7. RAE 3 室 黄 褐 色 斑 の 区 線 上 に お ける 長 さ / 上 記 斑 紋 の 内 側 末端 か ら 同 室外 縁 まで の 長 さ [fe]: 
78.2 土 1.10 ( ヵ 三 27) で や や 高 目 の 値 . 

8. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 長径 / 前 次 長 [g/FL] : 11.7 土 0.50 ( ヵ = ニ 28) で ほぼ 中 程度 の 値 . の と 同じ 
く 後 閉 裏 面 の 眼 状 紋 の 形 は 権 円 形 よ り も むし ろ 円 形 に 近い . 

9. 後 次 裏面 第 2 室 眼 状 紋 の 内 径 / 外 径 [h/g]: 70.9 土 2.05 (n—28) で 中 程度 の 値 . 

10. 前 次 第 lb 室 の 黄 褐 色 斑 中 に 黒 斑 の 現われ る 個体 の 割合 [BS] : 48.2% (n=28) で や と し て は 中 
程度 の 値 . 

11. 前 次 表面 中 室 端 の 黄 褐 色 鱗 の 発達 [YS] : 17.1 (n=28) で ほぼ 中 程度 の 値 . 

12. 黒 化 指数 [MI]: 15.1 土 0.61 (n—28) で 達磨 山 産 の 16.$ 土 0.71 (n=12) ほど で は な い が (p< 
0.01) 裏面 は か な り 強 く 暗 化し て いる . 


S で は 上 記 の デー タ に 関す る か ぎり , 〆 よ り も サハ リン 産 と し て の 特色 に 乏しい よう に 見 受け られ る . 


な お , 現在 分 布 北限 と な っ て いる アレ クサ ンド ロフ スキ イ 峠 で 遠田 守 氏 に よっ て 採集 され た 1 科 の 計 
測 値 は 。 その 採集 地点 が 他 の 採集 地点 か ら 著しく 隔 た っ て いる た め に この 報告 で 扱っ た 計測 値 の 中 に 
は 含ま れ て いな い が , その 前 次 長 は 27.4 mm で, 平均 的 な 個体 (32.5 mm) より も 著しく 小型 で ある . 





3. 全体 的 な 特徴 


サハ リン 産 ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ は 全体 的 に みて , 形態 ・ 生 態 と も に 著しく 特 化し た 形質 は 認め られ ず , 
房総 半島 産 (高橋 ・ 青 山 , 1981, 1987, 1989) や 屋久 島 産 (高橋 , 1991) の よう な 亜 種 レ ベル に は 達し て 
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Locality 30 31 32 33 34 35 36 
Yaku Island (Kagoshima)* -— 20.2 t0.25 (n=51) 


Bósó Peninsula (Chiba) — 50,5£0.34 (ns62) 

Sakhalin (Russia)* ーー トー 031.2 50.32 (n-58) 

Mt. Daruma (Shizuoka) — 22.2 £0.28 (n-79) 

Hidaka Mts. etc. (Hokkaidó)* — 532.640.,32 (n256) 

Mt. Sambe (Shimane) ーー 33.7+0.33 (n272) 
South Jap. Alps (Shizuoka etc。)* 35.9 *0.19 (ns181) ーー 
*univoltine 


Fig.5. Forewing length (mm) of Neope niphonica Butler, spring form, male. (FL) (M£ 


2SD/ Vn). 
Locality 61 62 65 64 65 
Mt. Hakone (Kanagawa) —— — 61.2 0.70. (n9 32) 
Sado Island (Niigata)* m — 61,8 0,88. (n-16) 
Mt. Daruma (Shizuoka) —Pá——— 62,3£0.47 (n279) 
South Jap. Alps (Shizuoka etc.)* —— 62.0 £0.32 (n=122) 
Sakhalin (Russia)* — —  65.0£0.44 (n=57) 
Mt. Sambe (Shimane) 63.6 + 0.45 (ns=46) ーー ニート ーーー 
Bósó Peninsula (Chiba) 65.7Xt0.41 (n=62) | =m 
*univoltine 


Fig.6. Length from forewing tip to end of vein Ib/FL (96) of Neope niphonica Butler, spring 
form, male. (a/FL) (M 土 2SD/ Yn). 


Locality 10 E ia 13 14 


Bósó Peninsula (Chiba) — 10.7 0.24 (n-58) 

South Jap. Alps (Shizuoka etc.) j 11.5 040.26 (n-126) 

Sakhalin (Russia)* —À 11.7 £0.20 (n=58) 

Mt. Sambe (Shimane) ーーー ト ーー 112.0 £0.22. (n=73) 

Sado Island (Niigata)* 13.510.76 (n-15) a—— 
Mt. Kirishima (Kagoshima)* 13.7 40.60 (n=13) | ーーーーーーーーーーー 
Yaku Island (Kagoshima)* 13.8£0.31 (n-50) ニニ ーー 一 ーー 
*univoltine 


Fig. 7. Outside diameter of eye spot in space 2 of hindwing underside/FL (96) of Neope 
niphonica Butler, spring form, male. (g/FL) (M-E2SD/ Yn). 
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いな いも の と み ら れ る . また , 原 名 亜 種 の 中 で も 佐渡 島 産 (高橋 , 1990a) や 島根 県 三瓶 山 産 (高橋 ・ 
淀江 , 1992) ほど に も 分 化し て いな いも の と 考え られ る . し か し , 次 の よう な いく つか の 特徴 を 認め 


る こと が で きる . 


前 贅 長 は 原 名 亜 竹 と し て も っ と も 小さ い 部 類 に 属す る . 

前 次 の 翔 形 は や や 縦長 で ある . 

c? の 前 後 次 表面 の 色調 は や や 暗い . 

後 竣 裏 面 の 眼 状 紋 の 大 き さ は 中 程度 だ が , 形状 は いく ら か 円 形 に 近く な る . 
裏面 の 色調 は か な り 強 く 暗 化す る . 


の トト ww ーー 


Figs 10 は Il-2 に あげ た 12 形質 の 中 か ら 8 形質 を 選び 8 角形 の グラ フ に 表現 し た も の で ある . これ に 
よれ ば サハ リン 産 (a) は 伊豆 半島 達磨 山 産 (h) や 南ア ルプ ス の 年 2 回 発生 地帯 の 春 型 (k) と 比較 的 
よく 似 た パタ ー ン を 示し , 新潟 県 佐渡 島 産 c, 千葉 県 房総 半島 産 ⑥), 島根 県 三瓶 山 産 (m) な ど と 


は 著しく 異な っ た 形 と な っ て いる . 
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Locality 9 10 1 12 13 14 15 16 17 
Mt. Sambe (Shimane) — s. 0.0 0.52. (n=73) 
Mt. Óe (Kyóto) — 11.80.87 (n=22) 
Bósó Peninsula (Chiba) ーー トー — 12,6 0. 5l. (n-60) 
Hidaka Mts. etc. (Hokkaidó)* — 13.8£0.56 (n-56) 
Yaku Island (Kagoshima)* -— 14.3£0.29 (n250) 
Sakhalin (Russia)* 15.8£0.38 (n=58) ニー トー 
Mt. Daruma (Shizuoka) 16.5£0.25 (n=79) = 


*univoltine 


Fig. 8. Melanization Index (0-18) of wing underside in Neope niphonica Butler, spring form, 
male. (MI) (M 土 2SD/ Yn). 


Locality 0 20 40 60 80 100 













Mt. Sambe (Shimane) 10.6 (n=71) 


Sakhalin (Russia)* 


South Jap. Alps 
(Shizuoka etc.) 


Bôsô Peninsula (Chiba) 


14.3 (n-56) 

19.0 (n=124 ) 
25.4 (n=59) 
Mt. Daruma (Shizuoka) 


27.2 (nz79) 


Mt. Kirishima (Kagoshima)* 56.2 (ns13) 





69,6 (n-50) 






Yaku Island (Kagoshima)* 
*univoltine 


Fig.9. Number of individuals bearing black spot in ochreous patch in space 1b of forewing 
upperside (?6) of Neope niphonica Butler, spring form, male. 


IH. 分 布 の 成立 と 地理 的 変異 の 形成 


サハ リン に お ける ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 分 布 は キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 Neope の アジ ア 地 域 に お ける 分 布 
や この 種 の 分 布 園 か ら 考え て , 沿海 州 経由 で は な く , 食 草 ササ 属 Sasa の 群落 と と も に 日 本 列島 を 北 
上 し , 北海 道 か ら 陸 橋 を 渡っ て サハ リン に 達し た も の と みる こと が で きる で あろ う . サハ リン と 北海 
道 を 隔て る 今日 の 宗谷 海峡 が 成立 し た の は 今 か ら 11000 年 前 の 更新 世 来 期 (アレ レー ド 温 暖 期 ) と も 
ゅ われ て いる (井尻 , 1979). それ 以前 の 温暖 な 時 期 に 陸橋 を 経て 北上 し た ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 個体 
群 は , 同 海峡 成立 以前 に 現在 の 北海 道 と サハ リン と の 間 で 一 つ に まとまっ て いた 可能 性 が ある . 


上 の 仮説 に し た が えば , サハ リン 個体 群 が 独立 し た の は 更新 世 の 末 期し と いう こと に な り , その 地理 的 
変異 の 歴史 は か な り 新 し いも の と みる こと が で きる . II の 3 で 述べ た サハ リン 個体 群 の 微妙 な 地理 的 
変異 は 原 名 亜 種 に 含ま れ , その 程度 は , 同様 に 原 名 亜 種 に 含ま れる 茨城 県 筑波 山 , 静岡 県 伊豆 半島 の 
達磨 山 や 天城 山 な どの 個体 群 が 示 す 軽微 な 地理 的 変異 に 相当 する も の で あろ う . すなわち , か つて サ 
ハリ ン 産 個体 群 に 与え を られ た 亜 種 名 solowiyofkae Matsumura, 1911 は 原 名 亜 種 の synonym と な る こと 
(高橋 , 1976) を ここ に 再 確認 し た い . 


筆者 は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 地理 的 変異 の 分 類 に つい て , 亜 種 (subspecies)、 準 亜 種 ほ または 小 亜 種 
(minor subspecies), 準々 亜 種 ほ また は 微小 亜 種 (micro subspecies) の 3 段階 を 提唱 し た こと が ある (Em 
橋 , 1990b : 高橋 ・ 淀 江 , 1992). それ に よれ ば , サハ リン 産 個体 群 は 上 記 の 本 州 産 個体 群 と と も に 最後 
の 段階 , すなわち micro subspecies に 当たる も の と み ら れ る . 


サハ リン 産 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ に つい て の シノ ニ ミ ッ ク リス ト は , 従っ て 次 の 通り で ある . 


Neope niphonica niphonica Butler 


Neope niphonica Butler, 1881, Ann. Mag. nat. Hist. (5) 7: 133; Hiura, 1969 : 65; Kanda et al., 1990: 9; 
Asahi et al., 1991: 12; Tuzov et al., 1997 : 185, pl. 42. 
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Fig.10. Diagram of morphological characteristics in Neope niphonica Butler, spring form, male. 
®© FL. © a/FL. ®© g/FL. (à f/FL. ( ML (6 b/FL. @ h/g. ffe. a. 
Sakhalin*. b. Hokkaidó*. c.ionSado Island”. d. Nippara. e. Bósó Peninsula. f. 
Mt Hakone. g. Mt Fuji*. h. Mt Daruma. i. Mt Amagi*. j. South Japan Alps*. 
k. South Japan Alps. l Mt Ôe. m. Mt Sambe. n. Mt Kirishima*. o. Yaku 
Island”. See Table 1. * Univoltine. 
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Neope niphonica niphonica : Takahashi, 1976 : 17; Inomata et a£ in Inomata (Ed.), 1985: 355; Kanda 
et al., 1992: 63; Asahi et al., 1992: 25; Takashima et al., 1992: 50; Asahi et al., 1993: 28; 
Asahi et al., 1994: 30; Takáhashi & Tetsuka, 1995: 40; Kanda, 1996: 25; Kogure & Takáhashi, 
1996 : 28; Asahi et al., 1997: 84; Kanda et al., 1997: 108 ; Takáhashi et al., 1997 : 22. 

Neope goschkevitschii solowiyofkae Matsumura, 1911: 45, pl. 1; Matsumura, 1919: 13; Esaki, 1922: 
904 ; Matsumura, 1925: 93; Hirayama, 1937: App. 16. 

Neope goschkevitschii solowijofkae [sic] : Hori & Tamanuki, 1937: 138, pl. 3. 

Neope gaschkewischi solowijofkae [sic] : Kurentzov, 1970: 53, pl. 5. 

Neope niphonica solowijofkae |sic] : Tuzov, 1993: 28; Korshunov & Gorbunov, 1995: 111. 


IV. oOo 8E 


この 報告 に 当たり , 形態 計測 の た め の 貴 重 な 材料 を 提供 され た 朝日 純一 , 油井 秀臣 氏 , 材料 購入 の 便 
宜 を は か られ た 小原 洋一 , 西山 みね 子 氏 , 地理 的 変異 の 表示 法 に つい て 條 重 な 示唆 を 与え られ た だ 中谷 
貴 寿 氏 , 地理 的 変異 の 扱い に つい て 有益 な 助言 を いた だ いた 吉本 浩 氏 . サハ リン 調査 に お いて ご 援 
助 ・ ご 協力 いた だ いた 手 東 喜 洋 , HIREA, RER, 電 鐘 克 の 各氏 と 木暮 卒 氏 ら “第 4 次 ソビエト 昆虫 
調査 隊 ”" の 方 々 に あつ く お 礼 を 申し 上 げ る . 
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Summary 


1. Distribution, habitat, some ecological notes and morphological variation of Neope niphonica 
Butler, 1881 from Sakhalin, Far Eastern Russia were reported. 


2. This species is distributed mainly in the southern area of Sakhalin and spreads to Pass 
Aleksandrovskyi, north western Sakhalin. 


3. In Sakhalin, this butterfly inhabits sparse woods and sunny forestside with Sasa vegetation, 
including eg. Sasa senanensis and S. kurilensis, and deciduous broad leaved trees, e.g. Ulmus and 
Salix which give sap for adults. 


4. The adults of this species emerge mainly from late June to the beginning of July. Old females 
fly till the middle of August. 


5. Morphological characteristics of the population of Sakhalin are as follows : 
a. Forewing length of this population may be the smallest in the nominate subspecies. 
b. The shape of forewing is slightly elongated longitudinally. 
c. Wing upperside is relatively darkly coloured. 
d. Eye spots of the hindwing underside are median size with more circular shape than those 
of other races of the nominate subspecies. 
e. Colouration of the wing underside is very darkened. 


6. I think the population of Sakhalin of Neope niphonica Butler, 1881, in spite of bearing some 
geographical variation, belongs to the nominate subspecies, N. n. niphonica Butler, 1881 and that N. 
n. solowiyofkae Matsumura, 1911 from Sakhalin is a synonym of the nominate subspecies (see 
synonymic list in the end of text). 
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